
日
中
の
学
生
に
よ
る
共
同
作
業

注
目
作
品
の
日
本
語
字
幕
制
作

関
東
学
院
大
学

現
在
、ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
留
学
し
て
さ

ら
に
語
学
力
を
磨
く
松
長
い
ぶ
き
さ
ん

日
本
語
字
幕
版
の
制
作
に
挑
戦
し
た

●左
か
ら
呉
さ
ん
、王
さ
ん
、山
脇
さ
ん

役
割
分
担
を
し
て
各
自
の
得
意
分
野

を
活
か
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
る

賞
状
を
手
に
満
面
の
笑
顔
を

見
せ
る
出
地
佑
希
さ
ん

各
国
の
大
使
に
な
り
き
り
、
英

語
で
白
熱
し
た
討
論
を
展
開

外
国
人
留
学
生
が
直
面
し
て
い
る

厳
し
い
現
状
を
視
聴
者
に
伝
え
た

「
大
学
生
部
門
」2
位
入
賞

日
中
友
好
の
架
け
橋
を
目
指
し
て

明
海
大
学

〝
鎖
国
〞で
は
な
く〝
開
国
〞を

―
。

外
国
人
材
、切
実
な
訴
え
続
々

O
pen The D

oor Japan

路進 聞日本留学フェアの会場で日本留学フェアの会場で

来場者に配付来場者に配付

海外版

［各国・地域版］

お問い
合わせ

『進路新聞』は、主に日本の高校生を読者対象とした、キャリアデザイ
ンを示唆する情報紙としてご好評をいただいております。進路の選択肢
が多様化する現代にあって、若者の〝間違いのない進路選択〞を応援する
『進路新聞』の姉妹紙として『進路新聞・ハワイ版』を創刊。現在は『ロシア
版』『台湾版』『モンゴル版』も発行しています。海外で開催される「日本留
学フェア」の来場者や現地の日本語教育機関などが配布対象です。

進路情報研究センター ライセンスアカデミー 〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24
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◆ハワイ版

◆現地で活躍する日本人

◆ロシア版 ◆モンゴル版◆台湾版

ハワイ版

現地で活躍する日本人の
インタビュー記事を掲載！

＊日本語・英語二カ国語対応

オンライン開催の場合、
フェアの前後に配信予定

姫路獨協大学オープンキャンパス2022

参加料無料 事前申込制 入退場自由

OPEN CAMPUS

3/26（土）
SAT

直接体験

来校型
10:00-13:00
受付9:00～ 君らしくあれ

Just be yourself.

姫路獨協大学は学生が自慢の大学です。

〒670-8524
兵庫県姫路市上大野7-2-1
TEL：079-223-6515（入試センター）

人間社会学群 医療保健学部 看護学部薬学部【6年制】

模
擬
国
連
大
会

大
使
の
立
場
で
意
見
を
交
換

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

広
島
県
地
域
通
訳
案
内
士
に
合
格

広
島
県
の
魅
力
を
英
語
で
発
信

安
田
女
子
大
学

　
明
海
大
学
（
千
葉
県
浦
安
市
）

の
外
国
語
学
部
中
国
語
学
科
4
年

次
・
出い

で

地ち

佑
希
さ
ん
（
沖
縄
県
立

八
重
山
商
工
高
等
学
校
出
身
）

は
、
1
月
9
日
に
開
催
さ
れ
た
公

益
社
団
法
人
日
本
中
国
友
好
協
会

（
本
部
東
京
・
台
東
区
）
主
催
の

「
第
39
回
全
日
本
中
国
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
」
に
お

い
て
、
大
学
生
部
門
で
2
位
に
入

　
安
田
女
子
大
学
（
広
島
市
）
の

文
学
部
英
語
英
米
文
学
科
3
年

次
・
松
長
い
ぶ
き
さ
ん
は
、
こ
の

た
び
広
島
県
が
実
施
す
る
「
令
和

3
年
度
広
島
県
地
域
通
訳
案
内

士
」
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
事

合
格
を
果
た
し
た
。

　「
広
島
県
地
域
通
訳
案
内
士
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
広
島
県
を
訪
れ
る
外
国

　
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

（
岡
山
市
）
に
お
い
て
去
る
12
月

11
・
12
日
、「O

k
a
y
a
m
a 

M
odel U

nited N
ations

（O
K
A
M
U
N

）」
が
開
催
さ
れ

た
。O

K
AM
U
N

と
は
、
岡
山
県

な
ど
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け

て
い
く
。
そ
の
後
の
実
地
研
修
で

は
、
宮
島
や
原
爆
ド
ー
ム
周
辺
で

実
際
に
通
訳
案
内
士
と
し
て
働
く

講
師
か
ら
、
英
語
で
各
所
の
歴
史

や
魅
力
を
観
光
客
に
ど
の
よ
う
に

伝
え
る
の
か
、
ガ
イ
ド
を
す
る
上

で
役
に
立
つ
知
識
や
緊
急
時
に
取

る
べ
き
対
応
な
ど
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

　
松
長
さ
ん
は
、「
大
学
の
『
通

訳
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
や
『
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
の
授

業
で
は
、
実
際
に
ホ
テ
ル
や
日
常

で
使
わ
れ
る
英
会
話
を
想
定
し
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
機

ら
の
課
題
に
つ
い
て
他
国
の
大
使

と
英
語
で
熱
い
意
見
交
換
を
繰
り

広
げ
た
。

　
学
生
た
ち
は
会
議
開
始
直
後
、

上
手
に
発
表
が
で
き
る
の
か
と
、

不
安
に
感
じ
て
い
る
様
子
も
見
ら

れ
た
。
し
か
し
、
会
議
が
進
む
に

つ
れ
て
、
次
第
に
自
分
の
英
語
力

に
自
信
が
つ
い
て
き
た
の
か
、
各

国
代
表
の
「
大
使
」
と
し
て
堂
々

と
意
見
を
発
表
し
て
い
た
。

　
今
回
のO

K
A
M
U
N

で
、
同

大
の
学
生
は
多
く
の
刺
激
を
受
け

た
だ
け
で
は
な
く
、
英
語
に
よ
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
具

体
的
な
改
善
点
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
英
語
力
の
向
上

に
も
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　
今
年
6
月
に
は
、「
日
本
大
学

英
語
模
擬
国
連
（JU

EM
U
N

）」

が
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
で

開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。
関
西
圏
以

外
の
大
学
が
主
催
校
と
な
る
の
は

同
大
が
初
の
ケ
ー
ス
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
大
会
成
功
に
向
け
て

O
K
A
M
U
N

に
参
加
し
た
学
生

を
中
心
に
入
念
に
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

会
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
学
ん

だ
英
語
表
現
が
役
に
立
ち
ま
し

た
」
と
、
普
段
の
学
び
を
活
か
す

こ
と
が
で
き
た
と
振
り
返
っ
た
。

　
ま
た
、
山
口
県
出
身
の
松
長
さ

ん
は
、
ほ
か
の
広
島
県
出
身
の
研

修
生
と
比
較
す
る
と
歴
史
や
魅
力

に
関
し
て
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く

あ
り
、
研
修
を
重
ね
る
た
び
に
不

安
に
感
じ
る
点
も
少
な
く
な
か
っ

た
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
大
学

で
学
習
し
て
き
た
内
容
を
何
度
も

見
返
し
て
口
述
試
験
本
番
に
備
え

た
と
話
す
。

　「
全
体
を
通
し
て
、
と
て
も
有

賞
。
同
時
に
N
H
K
会
長
賞
を
受

賞
し
た
。

　
同
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

日
本
に
お
け
る
中
国
語
学
習
の
普

及
と
質
の
向
上
を
目
指
し
、
日
中

両
国
民
の
相
互
理
解
と
友
情
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
て
開
催

さ
れ
て
い
る
。

  

出
地
さ
ん
が
入
賞
し
た
「
大
学

生
部
門
」
は
、
都
道
府
県
大
会
に

出
場
し
、
一
定
の
成
績
を
収
め
て

同
大
会
事
務
局
か
ら
推
薦
を
受
け

た
8
人
の
学
生
が
出
場
。
各
自
が

全
力
を
出
し
切
り
レ
ベ
ル
の
高
い

ス
ピ
ー
チ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
披
露
し
た
ス
ピ
ー
チ
の
演
題
は

「
点
亮
我
梦
想
的
老
师
（
先
生
が

く
れ
た
夢
の
灯
火
）」。
出
地
さ
ん

が
初
め
て
中
国
語
を
教
わ
っ
た
恩

師
へ
の
感
謝
の
想
い
と
、
自
身
が

日
中
友
好
を
担
う
と
い
う
強
い
決

意
を
流
暢
な
中
国
語
で
審
査
員
に

訴
え
か
け
た
。

　
出
地
さ
ん
の
所
属
す
る
外
国
語

学
部
中
国
語
学
科
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
重
視
し
た

1
週
間
に
8
コ
マ
の
少
人
数
ク
ラ

ス
の
中
国
語
の
授
業
を
実
施
し
て

い
る
の
が
特
色
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
教

養
と
実
践
力
を
磨
く
さ
ま
ざ
ま
な

授
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
中
国

語
を
話
し
、
さ
ら
に
は
中
国
の
社

会
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
く
。
4
年
間
の
学
び
を
通
し

て
、
中
国
に
精
通
し
た
国
際
的
に

活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指

し
て
い
る
。

　
中
国
語
を
学
習
す
る
上
で
充
実

し
た
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
中
国
語
学
科
の
曹そ

う

泰た
い

和わ

准
教
授
に
よ
る
キ
メ
細
か
な
指

導
が
、
今
回
の
輝
か
し
い
結
果
に

つ
な
が
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

　「
大
学
の
先
生
や
友
人
も
会
場

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
、
感
謝
の

海
外
の
学
生
ら
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
会
見
の
席
上
、
ダ
ビ
デ

C
E
O
は
、
自
身
が
立
ち
上
げ

た
「
コ
ロ
ナ
禍
日
本
留
学
の
扉
を

開
く
会
」
に
お
い
て
、
3
1
1
5

人
の
外
国
人
留
学
生
か
ら
回
答
を

得
た
と
い
う
日
本
の
入
国
制
限
が

外
国
人
留
学
生
に
与
え
て
い
る
影

響
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査

結
果
を
発
表
し
た
。

　
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、

長
期
的
に
続
い
て
い
る
外
国
人
の

新
規
入
国
停
止
に
よ
り
、
多
く
の

外
国
人
留
学
生
が
精
神
的
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
て
い
る
実
態
だ
。
そ
の

背
景
に
は
、
時
差
の
関
係
で
深
夜

に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
る
必

要
が
あ
っ
た
り
、
い
つ
入
国
が
再

開
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
安

定
し
た
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
ず

経
済
的
に
余
裕
が
な
か
っ
た
り
す

る
な
ど
、
当
事
者
に
な
っ
て
み
な

け
れ
ば
分
か
ら
な
い
切
実
な
理
由

が
あ
る
。

　「
あ
な
た
は
日
本
留
学
を
断
念

し
た
後
何
を
す
る
予
定
で
す

か
？
」
の
問
い
に
は
、
46
・
4
％

が「
他
国
で
他
言
語
を
勉
強
す
る
」

と
回
答
。
そ
の
う
ち
、
27
％
の
学

生
が
す
ぐ
に
受
け
入
れ
が
再
開
さ

れ
な
け
れ
ば
韓
国
に
留
学
先
変
更

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
現
在
の
政
策
が
続
け
ば
日
本

　
日
本
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
入
国

措
置
を
緩
和
す
る
の
か

―
。
外

国
人
留
学
生
を
支
援
す
る
市
民
団

体
「O

p
e
n T

h
e D

o
o
r 

Japan

」
は
1
月
7
日
以
降
、「
一

日
で
も
早
く
外
国
人
留
学
生
等
の

入
国
許
可
を
！
」
と
題
す
る
オ
ン

ラ
イ
ン
署
名
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
そ
れ
に
伴
い
同
27
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
動
画
共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
「Y

ouT
ube

」
で
記
者
会

見
を
開
き
、
私
費
外
国
人
留
学
生

な
ど
を
対
象
と
す
る
水
際
対
策
緩

和
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　
記
者
会
見
に
は
、
呼
び
か
け
人

で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
ト
ゥ

ー
・
ゾ
ー
・
テ
ッ
氏
を
中
心
に
、

株
式
会
社G

o! G
o! W

orld

（
本
社
東
京
・
新
宿
区
）
の

C
E
O
・
ダ
ビ
デ
・
ロ
ッ
シ
氏
、

ま
た
日
本
へ
の
入
国
を
待
機
中
の

で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
の
数
が
減

少
す
る
可
能
性
が
高
い
。
優
秀
な

外
国
人
材
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
政
府
は
一
日
で
も
早
く
入
国

緩
和
措
置
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
発
生
し
て
か
ら
約
2
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
日
本
政
府
に
よ
る
外
国
人

留
学
生
に
対
す
る
受
け
入
れ
状
況

は
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま

だ
。
今
後
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
措
置
解
除
に
関
す
る
発
表

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
大
き

な
ス
ト
レ
ス
や
不
安
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
記
者
会
見
に
参
加
し
た
外
国
人

留
学
生
た
ち
は
、「
博
士
号
を
取

得
す
る
た
め
に
日
本
に
留
学
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
こ
れ
以
上
待
つ

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
の
変
更
を
検
討
し
て
い
る
」

「
昼
間
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、
夜

中
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
る

生
活
は
心
身
と
も
に
支
障
を
き
た

す
」「
本
当
は
日
本
に
留
学
す
る

と
い
う
夢
を
あ
き
ら
め
た
く
な

い
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
国
際
社
会
と
の
関
係

に
も
影
を
落
と
し
か
ね
な
い
。
英

断
が
待
た
れ
る
。

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
大
学

卒
業
後
は
、
中
国
語
と
は
直
接
関

わ
ら
な
い
職
業
に
就
く
予
定
で
す

が
、
大
学
で
得
た
学
び
や
経
験
を

一
生
の
宝
物
と
し
て
将
来
の
糧
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
出
地

さ
ん
は
思
い
を
明
か
し
た
。

　
卒
業
後
は
中
国
語
と
は
別
の
世

界
に
進
む
出
地
さ
ん
。
新
し
い
フ

ィ
ー
ル
ド
で
の
活
躍
に
目
が
離
せ

な
い
。

　
関
東
学
院
大
学
（
横
浜
市
）

の
人
間
共
生
学
部
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
施シ

桂ケ
イ

栄エ
イ

教

授
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
す
る

学
生
3
人
が
、
令
和
元
年
に
中

国
で
公
開
さ
れ
、
7
7
0
億
円

の
興
行
収
入
を
記
録
し
た
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
ア
ニ
メ
映
画
『
ナ
タ

〜
魔ま

童ど
う

降
臨
〜
』
の
日
本
語
字

日
本
語
字
幕
版
の
上
映
会
を
開

催
し
た
。
当
日
は
、
大
勢
の
学

生
が
集
ま
り
、
中
に
は
ゼ
ミ
の

後
輩
の
姿
も
見
ら
れ
た
。
施
ゼ

ミ
の
専
門
は
心
理
学
の
た
め
、

所
属
学
生
全
員
が
中
国
語
や
文

化
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、

上
映
後
ハ
ン
カ
チ
で
目
頭
を
押

さ
え
涙
を
こ
ら
え
て
い
る
観
客

の
姿
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
多
く

の
学
生
の
心
に
こ
の
作
品
の
素

晴
ら
し
さ
が
届
い
た
よ
う
だ
。

　「
私
た
ち
は
映
画
自
体
を
制

作
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
翻
訳
を
通
し
て

交
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
文
化

と
文
化
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
」

と
、
山
脇
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
ま
た
、「
四
字
熟
語
や
文
化

な
ど
は
日
中
で
共
通
し
て
い
る

部
分
が
多
い
た
め
、
順
調
に
翻

訳
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
国
の
こ
と
わ
ざ
や

方
言
の
表
現
方
法
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
翻
訳
す
る
べ

き
な
の
か
悩
む
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、
王

さ
ん
は
苦
労
し
た
部
分
を
明
か

し
た
。

　
同
じ
く
中
国
か
ら
の
留
学
生

で
あ
る
呉
さ
ん
は
「
上
映
会
で

は
、
自
分
が
自
信
を
持
っ
て
翻

訳
が
で
き
た
箇
所
や
注
目
し
て

欲
し
い
フ
レ
ー
ズ
に
対
し
て
、

笑
い
声
や
驚
き
の
声
な
ど
、
観

客
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
聞
こ
え

た
瞬
間
に
達
成
感
が
得
ら
れ
ま

し
た
」
と
、
誇
ら
し
げ
だ
。

　
関
東
学
院
大
で
は
、
充
実
し

た
学
習
環
境
を
さ
ら
に
整
え
、

今
後
も
学
生
の
国
際
的
な
視
野

を
広
げ
る
た
め
の
多
様
な
学
び

を
展
開
し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
に
も
注
力
し
て
い

く
構
え
だ
。

幕
の
翻
訳
作
業
を
行
っ
た
。

　
今
回
翻
訳
作
業
に
参
加
し
た

の
は
、
4
年
次
の
山
脇
颯
二
さ

ん
と
中
国
・
常
州
大
学
か
ら
の

留
学
生
で
あ
る
呉ゴ

寒カ
ン

蕊ズ
イ

さ
ん
と

王オ
ウ

思シ

佳カ

さ
ん
だ
。
日
本
で
は
未

公
開
の
同
作
品
は
、
日
本
語
の

字
幕
翻
訳
版
が
存
在
し
な
い
こ

と
か
ら
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
の

一
環
と
し
て
字
幕
翻
訳
に
取
り

組
ん
だ
。

　
翻
訳
作
業
は
、
ま
ず
王
さ
ん

と
呉
さ
ん
が
大
ま
か
な
翻
訳
を

行
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。

形
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
山
脇

さ
ん
も
作
業
に
加
わ
り
、
よ
り

自
然
な
日
本
語
の
表
現
に
な
る

よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ
の
微
調
整

を
加
え
て
い
っ
た
。
3
人
で
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
り
、
日

本
語
訳
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
た
り
し
な
が
ら
、
3
カ
月
間

ほ
ど
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。

　
1
月
13
日
に
は
、
完
成
し
た

　大学新聞社は、進路情報研究セ
ンター・ライセンスアカデミー（本
社東京・新宿区）と共同で「日本
留学フェア」「日本就職フェア」
を開催している。日本で学びたい
という熱意を持った外国人留学生
を対象に、有益な情報を提供する。
今年も国内・外を問わず多くのフ
ェアが開催予定だ。
　年明け最初の海外での留学フェ
アは、2 月 12・13 日のインドネ
シア会場だ。その後、26・27 日
にマレーシア会場の開催が控えて
いる。いずれも、新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大の影響によ
り、オンラインでの開催が予定さ
れている。
　インドネシアとマレーシア現地
における日本人気は高止まりして
いる。国際交流基金（本部東京・
新宿区）の 18 年度調査によると、
インドネシアの日本語教育機関数
は 2,879 機関、70 万 9,479 人の
日本語学習者がいることが明らか
となっている。一方、マレーシア
はどうか。日本語教育機関数は国
内に 212 機関存在し、3万 9,247
人の日本語学者が日々日本語学習
に励んでいる。
　インドネシアは、第一外国語で

ある英語を除けば、いずれの教育
段階においても日本語人気は依然
として高い。その一因としてある
のは、以前から日本との経済面で
の結びつきが強いため、従来から
実利的な目的で日本語を学習する
者が多い実態だ。
　また、近年は両国ともに日本文
化に関心を持つ若者が目立ち始め
ており、日本のアニメーション・
漫画・音楽に対する興味の高まり
が日本語学習意欲につながるケー
スも珍しくない。
　昨年 2月、オンラインで開催さ
れたインドネシア会場では、二日
間を合わせて計 2,900 人、マレ
ーシア会場では 288 人の若者が
集まり、大きな賑わいを見せた。
今年もオンラインによる開催とな
ったが、依然として日本人気は高
く、昨年同様に大勢の若者の参加
が見込まれている。

人
観
光
客
の
満
足
度
向
上
お
よ
び

県
内
周
遊
の
促
進
を
目
的
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

広
島
県
に
関
す
る
深
い
知
識
を
持

ち
、
質
の
高
い
ガ
イ
ド
を
有
償
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
通
訳
案
内
士

の
育
成
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

た
め
に
は
「T

O
EIC

」
に
お
い

て
、
「L

is
te
n
in
g

 &

 

R
eading

」
の
ス
コ
ア
が

7
3
0
点
以
上
、「S

peaking 

T
est

」
の
ス
コ
ア
が
1
3
0
点

以
上
、「W

riting T
est

」
の

ス
コ
ア
が
1
4
0
点
以
上
、「
実

用
英
語
技
能
検
定
」
準
一
級
以
上

の
い
ず
れ
か
を
取
得
し
て
い
る
こ

と
が
応
募
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
書
類
選
考
を
経
て
研
修

に
参
加
。
口
述
試
験
を
合
格
し
た

者
が
通
訳
案
内
士
と
し
て
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
で
は
、
広
島

県
の
地
理
・
歴
史
・
文
化
・
観
光

資
源
・
旅
程
管
理
に
関
す
る
事
項

で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
模
擬
国

連
の
大
会
だ
。

　
今
年
度
は
、
対
話
を
通
じ
て
社

会
へ
の
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
「
自
立
力

育
成
ゼ
ミ
V
」
を
受
講
し
て
い
る

同
大
の
学
生
を
は
じ
め
、
岡
山
大

学
（
岡
山
市
）
と
神
戸
学
院
大
学

（
神
戸
市
）
の
学
生
40
人
が
参

加
。
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と

な
っ
た
が
、
今
回
は
2
年
ぶ
り
に

対
面
式
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

大
の
学
生
は
、「
エ
ジ
プ
ト
」「
中

国
」「
ハ
ン
ガ
リ
ー
」「
南
ア
フ
リ

カ
」「
オ
マ
ー
ン
」「
コ
ス
タ
リ

カ
」
な
ど
18
カ
国
の
大
使
と
な

り
、
自
身
の
担
当
す
る
国
に
つ
い

て
の
問
題
点
を
深
く
調
べ
、
そ
れ

各
学
校
担
当
者
か
ら
分
か
り
や
す

く
て
い
ね
い
な
説
明
が
な
さ
れ
た

　
1
月
10
日
付
大
學
新

聞
国
際
面
の
「
神
戸
親
和
女
子

大
学
」
の
記
事
で
、「
ビ
ジ
ネ

ス
：
高
等
学
校
の
部
」
と
あ
る

の
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
：
高
等
教
育

の
部
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

訂
正

新
型
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
対
面
式
で

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
た
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意
義
な
研
修
で
し
た
。
研
修
を
修

了
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
挑

戦
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
広
島
県

の
観
光
産
業
に
お
け
る
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
英
語

力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
く
思
い
ま
す
」
と
、
合
格
し
た

喜
び
の
気
持
ち
を
明
か
し
た
。

　
現
在
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学

（
米
国
・
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
）

に
留
学
中
の
松
長
さ
ん
。
帰
国
後

に
救
命
講
習
会
を
受
け
て
正
式
に

広
島
県
地
域
通
訳
案
内
士
と
し
て

登
録
さ
れ
る
予
定
で
、
今
後
の
活

躍
が
楽
し
み
だ
。
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